
 

東海第二原発を考える 

6 月23 日（土） 

１４：００～１６：３０ 

 
◈会場・松戸市女性センター

ゆうまつどホール 

 

◈お話・小川仙月さん 

（脱原発ネットワーク

茨城共同代表） 

 

◈資料代・300円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていますか？私達の

一番近くにある原発 

松戸まで約 100㌔！  

3.11福島原発事故から 7年が過ぎました。この

あいだに私たちは 2013年から 15年にかけての約

2年間原発ゼロの時期を体験しました。再稼働後

でも発電量全体に占める原発比率は 1.7％。（2016

年）。私たちはほぼ原発ゼロの社会に生きている

といっても過言ではありません。昨年夏の段階

で、3.11 前と比べた需要減（節電量）は原発の

約 24基分、自然エネ発電量は原発の約 20基分と

なり、これらは 3.11 前の稼働原発の発電量より

原発約 10基分も上回ったことが明らかになりま

した。「原発はなくても大丈夫！」なのです。 

ところが、政府、電力会社は原発を再稼働させ

ようとしています。福島第一原発から東葛地域ま

で約 200㌔。それでも東葛エリアはホットスポッ

トになりました。東海第二原発から松戸市まで

の距離は約 100㌔。私達の一番近くにある原発

について一緒に考えましょう。 

私達東日本大震災被災者支援千葉西部ネットは 2011 年 6 月から南相馬市の学校給食センタ

ーへ放射能測定をした野菜を贈り続けている市民の集まりです。これまでに 230 回あまり野菜

を届けることができました。活動は今も続いています。同時に、私たちは 3.11 福島原発事故か

ら学び、事故を風化させないために市民講座「福島講座」を開講しています。 

 

＜連絡先＞047-360-6064 松戸市松戸 1879-24 ほくとビル 5Ｆ 

 

 

第 5 回福島講座 
● 東海第二原発 

●松戸 

松戸から 100 ㌔圏 


